
一
般
社
団
法
人
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第
75

回
理
事
会
を
12
月
15
日
㈬
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
3
階「
鳳
」で
開
催
し
ま
し
た
。

出
来
田
肇
県
生
活
環
境
文
化
部
長
、
伊
藤
彰
彦
県

生
活
環
境
文
化
部
文
化
振
興
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、

理
事
・
監
事
・
参
事
・
事
務
局
幹
事
な
ど
約
90
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
正
会
員（
加
盟
団
体
）と
し
て
富
山

県
太
鼓
協
会（
本
田
勝
也
会
長
）の
加
盟
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
芸
文
協
の
36
番
目
の
加
盟
団
体

と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。
富
山
県
太
鼓
協
会
は

１
９
７
０
年
設
立
で
会
員
数
は
約
１
２
０
名
、
県

内
に
伝
わ
る
伝
統
の
太
鼓
の
継
承
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
併
せ
て
理
事
の
候
補
者
案
、
参
事
の
異

動
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
4
年
度
事
業
計
画
案
と
予
算
案
、

令
和
3
年
度
事
業
経
過
報
告
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
に
は
、
コ

ロ
ナ
で
２
度
の
延
期
を
経
た「
第
4
回
と
や
ま
世

界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭（
P
A
T
2
0
2
2
）」を

夏
に
開
催
す
る
ほ
か
、
令
和
3
年
度
の
開
催
が
延

期
と
な
っ
た「
第
70
回
富
山
県
芸
術
祭
祝
祭
事
業
」、

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
オ
ペ
ラ
公
演「
カ
ル
メ
ン
」、

「
と
や
ま
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」に
加
え
、
と
や

ま
舞
台
芸
術
祭
洋
舞
公
演「
オ
ル
フ
ェ
～
幻
櫻
に

な
っ
た
妻
ユ
リ
デ
ィ
ス
」や
、「
い
け
ば
な
公
募
展
」

「
青
少
年
美
術
展
」「
と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
」、

機
関
誌「
藝
文
と
や
ま
」、
文
芸
誌「
と
や
ま
文
学
」

の
発
刊
な
ど
、
例
年
の
事
業
を
開
催
予
定
で
す
。

富
山
県
太
鼓
協
会 

新
加
盟

第
75
回
理
事
会
開
催

第4回とやま世界こども舞台芸術祭（PAT2022）
2022（令和４）年７月30日㈯～８月３日㈬
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12
月
12
日
㈰
県
教
育
文
化
会

館
に
て
、
京
都
𠮷
兆
３
代
目
徳
岡

邦
夫
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
茶
人
湯

木
貞
一
の
め
ざ
し
た
懐
石
と
も
て

な
し
の
心
」と
題
し
て
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。
当
初
、
昨
年
度
2
月

に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
延
期
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

徳
岡
さ
ん
は
、「
𠮷
兆
」創
業
者

で
あ
り
祖
父
で
あ
る
湯
木
貞
一
氏

か
ら
直
接
料
理
の
核
心
を
学
び
、

修
行
を
積
み
ま
し
た
。
湯
木
氏
は

茶
人
の
一
面
も
兼
ね
備
え
て
お
り
、

茶
の
湯
の「
も
て
な
し
」が
懐
石
料

理
に
影
響
を
与
え
、
茶
を
通
じ
た

人
と
の
出
会
い
が
縁
を
結
び
、
実

業
家
で
も
あ
っ
た
湯
木
氏
の
人
生

を
豊
か
に
し
成
功
に
導
い
て
い
っ

た
こ
と
を
中
心
に
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
服
し
、
互
い
に
信
用

し
心
を
穏
や
か
に
す
る
茶
席
の
本

質
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
𠮷
兆
総
料
理
長
と
し
て
第

一
線
で
働
き
な
が
ら
、
伝
統
に
安

住
せ
ず
、
食
の
欧
米
化
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
の
利
用
等
便
利
さ
を

追
求
し
た
調
理
方
法
が
普
及
す
る

中
で
和
食
啓
蒙
に
多
方
面
で
挑
戦

し
て
い
る
徳
岡
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
湯
木
氏
に
通
じ
る

人
を
動
か
す「
本
気
の
力
」が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
茶
の
湯
文
化
講
座
」は
来
年
度

も
継
続
し
て
開
催
予
定
で
す
。

加
盟
団
体
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
形
で

の
芸
術
文
化
活
動
基
盤
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

加
盟
団
体
動
画
編
集
中
！

昨
年
度
の
日
本
画
入
門
、
県
内

洋
画
家
ア
ト
リ
エ
訪
問
に
引
き
続

き
、
新
た
に
加
盟
団
体
動
画
を
芸

文
協
Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信

予
定
で
す
。
今
回
は
県
工
芸
作
家

連
盟
と
県
彫
刻
家
連
盟
委
員
長
ア

ト
リ
エ
宅
に
お
邪
魔
し
、
海
外
出

身
ス
タ
ッ
フ
が
初
心
者
向
け
の
お

話
や
連
盟
と
し
て
の
抱
負
等
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。
国
内
の
外
国

人
や
海
外
に
も
富
山
県
の
芸
術
文

化
活
動
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
２
月
中
旬
公

開
予
定
で
す
。

加
盟
団
体
個
別
相
談
・
芸
文
協

Z
O
O
M
会
議
室
予
約
受
付
中
！

本
事
業
に
つ
い
て
、
加
盟
団
体

か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

随
時
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
加
盟
団
体
が
打

ち
合
わ
せ
や
日
頃
の
活
動
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
芸
文
協
Z
O
O
M

会
議
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
や
天
候
に
係
わ
ら
ず
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
複
数
人
で

顔
を
見
て
会
話
が
で
き
る
ビ
デ
オ

会
議
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
芸
文
協
事

務
局
宛
に
事
前
予
約
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

11
月
20
日
㈯
～
24
日
㈬
に
富

山
県
民
会
館
で「
美
の
祭
典

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

2
0
2
1
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
平
面
部
門
に
4
3
6

点
、
立
体
部
門
に
91
点
、
合
わ

せ
て
5
2
7
点
と
昨
年
を
上
回

る
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、

5
2
5
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

本
美
術
展
は
ジ
ャ
ン
ル
の
垣

根
を
越
え
て
よ
り
自
由
で
創
造

性
豊
か
な
作
品
が
集
い
、
平
面

作
品
と
立
体
作
品
を
織
り
交
ぜ

て
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
今
年

度
は
分
野
を
超
え
て
多
く
の
方

に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大

賞
及
び
優
秀
賞
は
、
平
面
・
立

体
の
区
分
を
な
く
し
部
門
を
統

合
し
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
多

く
の
若
い
芸
術
家
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
25
歳
以
下
を

対
象
に
し
た
賞
の
新
設
、、中
学

生
以
下
の
出
品
料
無
料
化
な
ど

様
々
な
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。開

会
式
と
表
彰
式
は
コ
ロ
ナ

対
策
を
講
じ
た
上
で
、
11
月
20

日
㈯
に
開
催
。
昨
年
に
引
き
続

き
受
賞
者
に
よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
や
学
生
に
よ
る
ア
ー
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
の
た
め
の
絵

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
イ
ベ

ン
ト
は
取
り
止
め
ま
し
た
。

会
期
終
了
後
に
は
、
高
岡
文

化
ホ
ー
ル
、
北
日
本
新
聞
社
新

川
支
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
砺
波
支

社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
主
な
入
賞
作

品
の
巡
回
展
を
行
い
ま
し
た
。

懐
石
と
も
て
な
し
の
心
を
テ
ー
マ
に　
令
和
3
年
度 

茶
の
湯
文
化
講
座

令
和
3
年
度 「
新
し
い
生
活
様
式
」
対
応
型
芸
術
文
化
活
動
普
及
事
業

美
の
祭
典 

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１

新田知事に作品を説明する受賞者

徳岡邦夫氏

アトリエ訪問動画の撮影

開会式　西藤哲夫実行委員長によるお祝いのことば
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● 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
令
和
３
年
11
月
以
降
受
賞・敬
称
略
）

瑞
宝
双
光
章

�

佐
伯　
悦
子

事
務
局
の
声

芸
文
協
主
事　

鎌　
　
智
晴

昨
年
6
月
下
旬
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
の
再
流
行
に
伴
い
、9
月
に
開

催
予
定
だ
っ
た
青
少
年
美
術
展
を

1
9
7
6
年
の
開
始
以
来
、
初
め

て
中
止
し
た
。
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
開

催
の
可
能
性
を
探
っ
た
中
で
の
苦

渋
の
決
断
だ
っ
た
。
昨
年
の
開
催

以
降
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催
で
き
る

よ
う
作
品
申
込
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を

導
入
す
る
等
検
討
を
重
ね
て
き
た

だ
け
に
、
青
少
年
に
作
品
発
表
の

場
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、

職
員
一
同
非
常
に
残
念
だ
っ
た
。

11
月
に
開
催
で
き
た
越
中
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
タ
で
は
若
い
年
代
の
出

品
数
が
増
加
し
、
溢
れ
ん
ば
か
り

の
創
作
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。
今

年
こ
そ
は
開
催
で
き
る
よ
う
、
心

新
た
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
民
謡
民
舞
部
門
】

（
佐
藤
松
博
武
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

12
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰

ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高
岡

講
師
＝
正
木
豊
紫
華
先
生

（
民
謡
舞
踊
家
）

指
導
者
招
へ
い
事
業
と
し
て

初
の
民
謡
民
舞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
記
念
す
べ
き
第
１

回
目
の
講
師
に
は
三
重
県
出
身

の
民
謡
舞
踊
家
、
正
木
豊
紫
華

先
生
を
お
迎
え
し
、
県
内
の
民

踊
指
導
者
な
ど
を
対
象
に
軽
快

な
伊
勢
音
頭
を
丁
寧
に
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
。
目
線
、
手
の
動

き
、体
全
体
を
使
っ
て
踊
る
伊
勢

音
頭
を
、
受
講
者
は
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
洋
舞
部
門
】

（
中
川
文
可
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

12
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
中
西
優
子
先
生

（
舞
踊
家
・
振
付
家
）

バ
ー
を
使
用
し
、ス
ト
レ
ッ
チ

も
兼
ね
た
基
礎
練
習
の
後
、
中

西
先
生
振
付
作
品
の
群
舞「
空

間
の
対
話
」を
練
習
し
ま
し
た
。

繊
細
さ
と
大
胆
さ
を
併
せ
持
つ

振
付
の
表
現
方
法
や
イ
メ
ー
ジ

を
ご
指
導
頂
き
、
受
講
者
は
真

剣
な
表
情
で
一
つ
一
つ
の
動
作

を
覚
え
、
群
舞
だ
か
ら
こ
そ
表

現
で
き
る
世
界
観
を
体
現
し
よ

う
と
、
熱
心
に
練
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

1
月
8
日
㈯
〜
9
日
㈰

�

リ
モ
ー
ト
実
施（
受
講
者
は
各

研
究
所
で
受
講
）

講
師
＝
西
山
友
貴
先
生

�（
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
・

コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
）

東
京
の
西
山
先
生
と
県
内
受

講
者
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
開

催
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
即
興
的
な

動
き
か
ら
始
ま
り
、
後
半
は
先

生
の
振
付
を
各
自
が
自
由
に
ア

レ
ン
ジ
し
て
踊
り
ま
し
た
。
中

に
は
自
身
で
振
付
す
る
の
が
初

め
て
の
参
加
者
も
い
ま
し
た
が
、

先
生
か
ら
一
人
一
人
へ
熱
心
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
、

独
自
の
表
現
を
夢
中
で
探
し
て

い
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

（
野
替
拓
也
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

12
月
26
日
㈰
〜
27
日
㈪

1
月
4
日
㈫
〜
6
日
㈭

�

各
学
校
施
設
等
受
講
希
望

団
体
へ
講
師
派
遣

講
師
＝
原　
浩
介
先
生

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
）

昨
年
に
引
き
続
き
、
原
先
生

に
県
内
各
所
の
学
校
等
の
開
催

希
望
会
場
へ
出
向
い
て
頂
き
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
指
導
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
先
生
の
細
部
の

表
現
に
ま
で
気
を
配
っ
た
こ
ま

や
か
な
指
導
を
受
け
て
繰
り
返

し
練
習
す
る
こ
と
で
、
受
講
者

達
の
演
奏
が
ど
ん
ど
ん
上
達
し

て
い
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

令
和
３
年
度 

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業
（
民
謡
民
舞
・
洋
舞
・
吹
奏
楽
）

● 

ご
寄
付 

●

喜
多
野
　
瑛
　
氏
ご
遺
族
　
10
万
円

　
故
喜
多
野
瑛
氏
の
ご
遺
族
よ

り
、
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
芸

文
協
創
立
記
念
事
業
に
役
立
た

せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、
皆

様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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第
9
回
P
h
o
t
o
写
楽
展

1
月
8
日
㈯
～
1
月
10
日（
月
・
祝
）

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A

第
41
回
富
山
県
写
真
連
盟
展

2
月
4
日
㈮
～
2
月
6
日
㈰

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
・
B

宮
谷
理
香
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

〜
第
39
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
曲
よ
り
〜

2
月
6
日
㈰　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
21
回
富
山
県
室
内
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
11
日（
金
・
祝
）　
婦
中
ふ
れ
あ
い
館

第
29
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

2
月
25
日
㈮
～
2
月
28
日
㈪

御
旅
屋
セ
リ
オ
5
階
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

黒
川
真
理
箏
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
27
日
㈰　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
27
日
㈰　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

富
山
音
楽
院
第
71
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
13
日
㈰�

県
教
育
文
化
会
館

第
39
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
予
選

3
月
19
日
㈯
～
3
月
20
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
39
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

3
月
20
日
㈰　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
39
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
本
選

3
月
21
日（
月
・
祝
）　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

令
和
３
年
度「
民
謡
民
舞
富
山
県
連
合
大
会
」

「
民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会
」

3
月
20
日
㈰　
砺
波
市
文
化
会
館

華
の
会
45
周
年「
民
踊
華
ま
つ
り
」

3
月
21
日（
月
・
祝
）　
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
51
回
富
山
県
春
の
短
歌
大
会

４
月
３
日
㈰　
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

Duo Concert Flute&Guitar vol.2

4
月
10
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

津
田
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
第
８
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

４
月
10
日
㈰　
県
教
育
文
化
会
館

第
３
回
善
男
善
女
生
涯
現
役
川
柳
大
会

4
月
10
日
㈰

富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー　
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

第
45
回
池
坊
北
陸
三
県
連
合
花
展

4
月
15
日
㈮
～
4
月
18
日
㈪

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

第
29
回
高
岡
茶
会

4
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰　
勝
興
寺

富
山
芙
蓉
吟
詠
会
創
立
15
周
年
記
念
吟
道
大
会

4
月
24
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
9
回
富
山
国
際
現
代
美
術
展

2022ART/X/TO
YAM

A

4
月
30
日
㈯
～
5
月
8
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内
（
芸
文
協
後
援
事
業
）

【
オ
ペ
ラ
・
洋
楽
】

（ 
丸
山
美
由
紀
・
村
上
麻
理

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

11
月
10
日
㈬

南
砺
市
立
上
平
小
学
校

高
尾
静
佳
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）

が
、
中
川
歩
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
で
親
し
み
深
い
５
曲
を
軽

や
か
に
歌
い
、
フ
ル
ー
ト
・
チ
ェ

ロ
・
ギ
タ
ー
の
M
I
O
ト
リ
オ

が「
大
き
な
古
時
計
」な
ど
を
披

露
。
民
謡
の
地
・
上
平
で
の
オ

ペ
ラ
、
洋
楽
公
演
は
出
演
者
に

と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
、

ま
た
、
鑑
賞
し
た
方
々
に
生
の

舞
台
が
持
つ
魅
力
と
感
動
を
伝

え
る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

【
邦
楽
・
民
謡
民
舞
】

（ 

金
盛
知
子
・
麻
生
豊
心
笑

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

11
月
30
日
㈫　
※
リ
モ
ー
ト
実
施

特
養
老
人
ホ
ー
ム
ほ
の
ぼ
の
苑

邦
楽
と
民
謡
民
舞
の
公
演
を

リ
モ
ー
ト
で
行
い
ま
し
た
。

前
半
は
生
田
流
正
派
柊
会
が
日

本
の
わ
ら
べ
歌
な
ど
を
、
後
半

は
日
本
民
踊
研
究
会
富
山
県
支

部
あ
ず
さ
会
が
越
中
菅
笠
音
頭

な
ど
、
懐
か
し
い
日
本
の
音
楽

と
踊
り
を
披
露
。
モ
ニ
タ
ー
越

し
で
も
舞
台
の
楽
し
さ
は
十
分

に
伝
わ
り
、
終
演
後
は
鑑
賞
さ

れ
た
方
々
か
ら
次
々
と
感
動
の

言
葉
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

【
洋
楽
】

（
村
上
麻
理
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

12
月
21
日
㈫

定
塚
保
育
園

ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
比
嘉
祥
人
さ
ん
と
ピ
ア

ノ
の
藤
井
亜
里
沙
さ
ん
の
お
二

人
が
出
演
し
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲
や
園
児
に

馴
染
み
の
あ
る
曲
を
演
奏
す
る

と
、
園
児
た
ち
は
一
緒
に
歌
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
初

め
て
宇
宙
に
行
っ
た
楽
器
で
あ

る
小
さ
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
紹
介

し
演
奏
す
る
と
、
園
児
た
ち
は

目
を
丸
く
し
興
味
深
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度 

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
（
オ
ペ
ラ
・
洋
楽
・
民
謡
民
舞
）

訃　

報

大
正
琴
演
奏
家
で
元
芸
文
協
理

事
の
常
清
幸
雄
氏
が
11
月
29
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
、
富
山
県
の
芸
術
文
化
の

振
興
と
発
展
、
ま
た
芸
文
協
の
諸

事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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